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地電位差計を用いた大分県中南部の広帯域MT観測
Broad-band telluric and magnetotelluric measurements in Oita prefecture, Kyushu, Japan
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ここ 10年間、3次元インバージョンコード (e.g., Siripunvaraporn et al., 2009; Kelbert et al., 2012)が相次いで開発、公開
されたことにより、地磁気－地電流 (MT) データから 3次元比抵抗構造を推定することが可能になった。信頼性の高い
3次元構造を得るためには対象領域を稠密に覆うよう多数の観測点でデータを取得する必要がある。さらにターゲット
領域外の構造も見たい領域に大きな影響を及ぼす可能性があるため、広い領域でMTデータを取得することが望ましい。
しかしながら現在でも観測によって 100を超えるような多くの観測点でMTデータを得ることはそれほど簡単ではない。
特に深さ数 10 kmまでに感度がある広帯域 (1000˜0.0001Hz)のデータを得ようとすると、器材の手配、土地交渉、設置、
電源の維持、撤収と多大な労力を要する。これは広帯域MTの観測装置が高額で探査で使用できる台数が限られること、
1セット 30 kg以上と器材が重いこと、消費電力が 12˜18Wと大きいことによる。
　 MT 法の比抵抗構造推定においては、通常、各観測点での電場―磁場の応答関数 (インピーダンス)、水平磁場－鉛

直磁場の応答関数 (ティッパー)をインバージョンの入力データとして用いる。ここで観測の労力を少しでも減らすため、
電場－磁場両者を取得する観測点数を減らし、電場だけの観測点を多く設置し、異なる地点の電場－磁場間のインピーダ
ンスを用いて比抵抗構造を推定する「磁場電場分離型MT 法」が提案、実施されている (e.g., Unsworth et al., 1997,後藤,
1999)。「磁場電場分離型MT法」においては電場と磁場を記録できる従来の広帯域MT探査ロガーが用いられてきたが、
安価で省電力な電場ロガーがあれば多点観測の労力を大幅に削減できると考え、新たな地電位差計を開発した。地電位
差計は 24bitAD変換でオーバーサンプリング (14.336KHz)したデータを FIRフィルタで処理し、高速 (1024Hz)および低
速 (32Hz)で SDカードに記録する。ゲインは± 2.5V固定で入力インピーダンス 200 Gohmの下、GPS時計による正確
な時刻情報を付加した 2chの地電位差データを記録する。データを取得する時間帯、FIRフィルタの特性はユーザーに
よって自由に変えることが出来る。本発表では開発した地電位差計と従来の広帯域 MT 探査装置を同じ場所で並行観測
した結果、ならびに実際のフィールドへ適用した結果を示す。電位差計を用いた広帯域 MT 観測は 2014年 9˜10月に九
重山周辺のおよそ 70点で初めて行われた。2015年 2˜3月には大分県南部の 40点で探査を新たに実施予定である。
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